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①ループアンテナの同軸ケーブルをプリアンプのジャックにしっかり差し込み接続します。

②プリアンプの接続ケーブルは別記接続例を参考にミニコンポやラジカセにセットしたラジオ端子リードまたは結合器(カプラ－)に差し込みます。

③プリアンプには単3型(UM -3)電池を＋，－正しく入れてください。電池ブタは矢印⇒の方向へずらすとひらきます。
　

①ループアンテナとプリアンプの接続

②プリアンプの接続ケーブルとラジオ端子リードの接続

②プリアンプの接続ケーブルと結合器(カプラ－)の接続

電池ブタは矢印の方向へずらすとひらきます
　

単3型(UM -3)電池を＋，－正しく入れてください

＋

－

・ラジオを受信させループアンテナの向きを動かしてみます。一番良く受信できる向きが放送局の電波と合っています。通常はプリアンプの電源
　をO Nにして使用してください。

・夜間は海外の放送局の電波が強力にはいってきます。このような場合はプリアンプの電源を切ってください。ループアンテナからの電波はプリ
　アンプをスルーして直接出力端子へ接続されます。

・鉄筋コンクリート等の建物は電波が室内に入りにくくなります。ループアンテナを窓の近く等に設置するとより効果があります。電波の届かない
　所では使用できません。

ミニコンポなどの外部AM端子が付いている場合
プリアンプからのケーブルに、ラジオ端子リードを
取り付け、ミニコンポの外部アンテナに接続します      

ラジオ端子リード

接続ケーブル
（同軸約10m）

ループアンテナ本体　

プリアンプ

結合器(カプラー)

プリアンプホルダー

ラジカセなどの外部アンテナ端子が付いていない
場合、プリアンプからのケーブルに結合器を接続
して、機器の最も良好に受信できる位置に取り付
けます

各各部部のの名名称称とと接接続続のの方方法法

接接続続のの方方法法

使使用用方方法法

ルルーーププアアンンテテナナ//ププリリアアンンププ
ララジジオオ端端子子リリーードド//結結合合器器((カカププララーー))のの接接続続

ププリリアアンンププへへのの乾乾電電池池挿挿入入方方法法

アンテナスタンド 単三型乾電池 固定用テープ

白リード(ホット)

黒リード(G ND)

    ③③  

        ②②

  

ププリリアアンンププ        

    ①①   

(②のリードより保護チューブをはずしてください）

ラジカセ等外部アンテナがない場合

結合器(カプラ－)

感度良く聞こえるところへ固定用テープ
で結合器(カプラ－)を取り付けます

着脱不可能なループアンテナの場合

結合器(カプラ－)をチューナーのループアン
テナにそわせ固定用テープで取り付けます

バーアンテナの場合

結合器(カプラ－)をチューナーのバーアンテナ
にそわせ固定用テープで取り付けます
  

結合器(カプラ－) 結合器(カプラ－)

・アンテナ本体は窓の近くなど電波障害のない位置に設置してください。10mコードで届かない場合は市販のケーブル(両端の端子が
　それぞれピンジャックとピンプラグの仕様）をお買い求めください。ケーブルを延長した場合、雑音が多くなることがあります。
・雨や水滴のかからない場所に設置してください。
・落下の恐れがある場所には設置しないでください。
・アンテナをテレビやパソコンなどの電気製品の近くに置くと雑音が入りますので、それらより離れた位置に設置してください。
・電波は金属板など電気を通すものでしゃへいされます。ループアンテナが金属製品などの影にならないように設置してください。
・アンテナを立てて使用する場合、付属のスタンドで下図のように設置してください。

・ミニコンポなどの外部AM端子が付いている場合プリアンプからのケー
  ブル①にラジオ端子リード②を取り付けミニコンポの外部アンテナ端子
  ③に接続する。
    

* 外部アンテナ端子への接続は、接続する機器の取扱説明書を参照してください。

ラジオ端子リードの接続例(外部AM端子がある場合)

・このループアンテナには方向性があります。ラジオ局が良く
  聞こえる方向、雑音が少なくなる方向へ設置してください。
  矢印は放送局(送信所)のある方向です。・ループアンテナは窓際に設置した方が効果があります｡

アンテナ設置上の注意

結合器(カプラー)への接続例

高感度

アンテナスタンド

高感度

①プリアンプからの
  ケーブル

②ラジオ端子リード

②ラジオ端子
  リード

AMアンテナ設置例

AM
ANTENNA G ND

③外部アンテナ端子


